


















(1) ハマグリの生殖腺の組織観察より 5‒10 月に配偶子放出過程の個体が雌雄で同調し
て出現しており、8‒9 月にその出現頻度が雌雄で最高値に達することが明らかとなった。
これにより、繁殖期は 5 月中旬‒10 月上旬であり、繁殖最盛期は 8‒9 月であると判定さ
れた。個体の成熟殻長は 28.5 mm であった。禁漁期と禁漁サイズはそれぞれ繁殖最盛期と
成熟未満の殻長が適切であると結論された。 
(2) 白川干潟上で 39 ヵ月にわたって行われたシオフキ個体群の採集と水温・塩分・波
高の記録に基づき、繁殖特性を観察し、コホートの新規加入、成長、生残およびそれに影
響を与える要因を解明した。繁殖期は 5‒9 月で、各年 6‒10 月に 3‒5 個の新規加入コホ
ートが出現した。9 月末の放精放卵に由来するコホートが 12‒1 月に加入したが、5 月半
ばに消滅した。初夏の新規加入群は 9 月末に成熟サイズに達した。梅雨と台風で河川流量










和定数から算出した。POM による計算は、巻貝の繁殖期に合わせ 2008 年 10 月、2009 年
10 月、11 月とし、小潮時に開始した。計算領域内の検潮所の観測潮位と POM の計算潮
位で調和定数を求め、精度を確認した。M2 分潮の振幅の相関は平均 0.99、分散は平均 0.05 
m、位相の相関は平均 0.91、分散は平均 24.4º であり、実海域の流動場を概ね再現できた。
幼生を模した粒子追跡計算を再現流動場上で行った。粒子放流場所は各干潟沖合とし、
各地点で 1000 個の粒子を配置し、15 日間追跡した。その後、回帰粒子数・生残率・出発
地点の個体群サイズ・一腹卵数から各干潟における回帰幼生数を求めた。幼生放出の潮時
に合わせた 2009 年 10 月、11 月の計算で連結性を検討した。干潟に回帰した幼生の最多
数と出発地は、富岡では御領の 4.8 億個と佐伊津の 1 億個、御領では本渡の 4.1 億個、
佐伊津では本渡の 161.4 億個、本渡では自己回帰の 396.2 と 4.15 億個であった。他の干
潟への移動日数は平均 3.4 日で幼生の生存期間 (6‒9 日) 以内にあった。富岡への輸送経路
は、本渡→ 御領→ 富岡、本渡→ 佐伊津→ 富岡と飛び石的であった。 
これにより本渡が供給源であり、富岡と鬼池は受給地であると考えられた。さらに富岡
と鬼池の粒子が 3.4 日で計算領域西側まで到達していたことから、両干潟は他海域との結
節点であると考えられた。御領と佐伊津は供給量・受給量ともに極端に少ない値はなく、
本渡～富岡間の移動経路に含まれることから、幼生の中継地であると考えられた。着目し
た 5 つの干潟それぞれにメタ個体群の存続に寄与する異なる役割があることが明らかに
なり、全てを保全対象とすべきであると結論された。 
